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駅
か
ら
真
直

ぐ
に
急
な
上
り

坂
が
続
く
。
額

に
に
じ
む
汗
を

感
じ
一
息
入
れ

よ
う
と
振
り
返
る
と
壮
大
な
相
模
湾
が

広
が
り
、
朝
日
に
光
る
海
上
に
近
く
の

初
島
遠
く
に
伊
豆
大
島
が
美
し
い
姿
を

見
せ
て
い
る
。
中
学
武
道
の
必
須
化
に

伴
い
柔
道
授
業
の
協
力
者
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
一
年
振
り
に
眺
め
る
相
模
湾
で

あ
る
。
少
し
乱
れ
た
呼
吸
を
整
え
熱
海

中
学
へ
向
か
う
。

　
文
科
省
は
二
〇
〇
六
年
教
育
基
本
法

に
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
込

み
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
中
学
に
ダ

ン
ス
と
武
道
の
必
須
授
業
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
静
岡
県
内
の
柔
道
選
択
率
は

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
と
い
う
。

　
県
教
委
で
出
し
た
「
柔
道
授
業
の
安

全
な
指
導
の
た
め
の
留
意
点
～
柔
道
事

故
〇
を
目
指
し
て
～
」の（
２
）武
道（
柔

道
）
の
ね
ら
い
［
第
一
学
年
及
び
第
二

学
年
］
に
よ
る
と
、

『
ア
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動

作
か
ら
基
本
と
な
る
技
を
用
い
て
投
げ

た
り
抑
え
た
り
す
る
な
ど
の
攻
防
を
展

開
す
る
こ
と
を
通
し
て
技
が
で
き
る
楽

し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
基
本
動
作
や

基
本
と
な
る
技
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
イ
、
武
道
に
積
極
的
に
取
組
む
と
と

も
に
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
。
分
担

し
た
役
割
を
果
そ
う
と
す
る
こ
と
な
ど

や
禁
じ
技
を
用
い
な
い
な
ど
、
健
康
・

安
全
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　
ウ
、
武
道
の
特
性
や
成
立
ち
、
伝
統

的
な
考
え
方
、
技
の
、
名
称
や
行
い
方
、

関
連
し
て
高
ま
る
体
力
な
ど
を
理
解
し
、

課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を

工
夫
で
き
る
よ
う
に
す
る
。』

と
あ
り
ま
す
。

　
柔
道
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
こ
と
は
、
負
傷
事
故
で
あ
り

ま
す
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
柔
道
は
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
、「
必
須
化
は

絶
対
反
対
」
な
ど
の
意
見
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
頭
部
の
負
傷
に
つ
い
て

は
一
般
の
方
々
は
当
然
な
が
ら
柔
道
人

に
と
っ
て
も
十
分
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
他
の

ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
も
言
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
柔
道
事
故
〇
を
目
指
し
て
当
協
会
も

平
成
二
十
四
年
度
武
道
必
須
化
に
伴
う

指
導
協
力
者
を
指
名
、
人
材
登
録
を
し

て
要
請
が
あ
れ
ば
派
遣
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
県
教
委
の
「
地
域
連

携
柔
道
協
力
者
派
遣
事
業
」
に
協
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
全
日
本
柔

道
連
盟
も
「
都
道
府
県
柔
道
指
導
者
講

習
会
」
の
受
講
を
義
務
付
け
、
安
全
指

導
の
徹
底
と
医
学
知
識
の
修
得
や
事
故

に
遭
遇
し
た
際
の
応
急
処
置
の
方
法
や

そ
の
対
応
等
に
万
全
を
期
そ
う
と
指
導

者
の
能
力
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
協
力
者
と
し
て
前
記
中
学
に
、

昨
年
に
続
き
今
回
も
要
請
を
受
け
、
武

道
担
当
の
先
生
の
補
助
と
し
て
協
力
で

き
た
こ
と
と
、
一
年
振
り
に
会
っ
た
子

供
た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
接
し
て
大
い

に
喜
び
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
熱
海
中
学
に
は
柔
道
部
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
柔
道
を
選
択
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
保
護
者
側
か
ら
も
怪
我
の

心
配
や
危
険
性
に
つ
い
て
危
惧
す
る
声

や
質
問
等
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
敢
え

て
柔
道
選
択
に
踏
み
切
っ
た
よ
う
で

す
。
柔
道
経
験
者
は
全
生
徒
の
中
で
町

道
場
へ
通
う
子
が
一
名
の
み
で
他
は
す

べ
て
初
心
者
で
し
た
。
柔
道
衣
の
着
方
・

帯
の
結
び
方
、
生
活
様
式
の
違
い
か
ら

襟
を
合
わ
す
こ
と
や
帯
を
結
ぶ
こ
と
が

初
め
て
だ
と
い
う
子
も
多
い
よ
う
で
す
。

礼
法
・
受
身
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ
柔

道
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

喜
び
を
先
生
と
生
徒
と
と
も
に
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
一
ク
ラ
ス
が
年
十
回
と
い
う
短

い
時
間
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
ま
す
。
協
力
者
と
し
て
ふ
と
思
う
こ

と
は
「
大
外
刈
」
の
指
導
の
禁
止
で

す
。
頭
部
の
負
傷
事
故
に
思
い
を
や
れ

ば
後
ろ
に
投
げ
る
技
は
全
て
禁
止
の
考

え
に
至
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
他
の

技
は
大
外
刈
に
比
べ
て
安
全
か
と
い
え

ば
、
技
術
の
伴
わ
な
い
初
心
者
に
と
っ

て
は
全
て
の
技
が
危
険
な
技
に
思
わ
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
一
学
年
で
わ
ず

か
十
回
の
授
業
で
あ
る
の
な
ら
危
険
性

の
で
き
る
だ
け
少
な
い
と
思
わ
れ
る
技

に
限
定
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
膝
車
・
支
釣
込
足
・
大
腰
等

‥
‥
。
も
ち
ろ
ん
投
技
に
つ
い
て
は「
引

き
手
は
絶
対
に
離
さ
な
い
」
こ
と
を
厳

守
さ
せ
る
な
ど
。

　
授
業
担
当
の
先
生
も
指
導
方
法
を
熱

心
に
研
究
さ
れ
、
指
導
し
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
心
・
技
・
体
」・

「
克
己
心
」・「
精
力
善
用
」・「
自
他
共
栄
」

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
礼
法
・
安
全
・

協
調
性
・
思
い
や
り
の
心
・
向
上
心
に

関
す
る
こ
と
等
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

お
り
、
私
も
聞
い
て
い
て
初
心
に
帰
っ

た
思
い
で
し
た
。

　
又
、
実
技
で
具
体
的
な
一
例
と
し
て

は
、
四
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

課
題
（
後
ろ
受
身
、
前
回
り
受
身
な
ど
）

を
与
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
達
の
度
合
い

を
「
一
本
・
技
有
り
・
有
効
」
で
評
価

す
る
。
自
ら
が
評
価
し
、
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
向
上
と
技
の

効
果
の
判
断
が
自
然
に
理
解
さ
れ
て
い

く
な
ど
大
変
興
味
深
く
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
元

気
な
あ
い
さ
つ
に
迎
え
ら
れ
、
孫
と
同

年
代
の
子
供
た
ち
と
柔
道
衣
を
着
て
汗

を
流
し
、
こ
れ
に
関
わ
る
多
く
の
人
た

ち
と
の
出
会
い
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
こ
の
貴
重
な
体
験
の
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
巻
頭
言
】

中
学
武
道（
柔
道
）協
力
者
を
体
験
し
て

静
岡
県
柔
道
協
会

　副
会
長

　八
段

　髙

　田

　勝

　之
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第
67
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

　
第
67
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技

は
、
平
成
24
年
10
月
6
日
か
ら
8
日

の
間
、
岐
阜
県
大
垣
市
総
合
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
出
場
を
懸
け
た
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
及
び

少
年
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も
出
場
枠
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
昨
年
に
引
き
続
き

成
年
男
子
の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
前
回
は
、
本
県
出
場
選
手
全
員
初

出
場
と
い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
今
回
は
、
齋
藤
・
増
田

の
ベ
テ
ラ
ン
を
中
心
と
し
て
、
次
鋒

で
出
場
予
定
で
あ
っ
た
鈴
木
（
拓
殖

大
）
の
負
傷
に
よ
り
選
手
変
更
と

な
っ
た
眞
野
、
そ
し
て
初
出
場
の
山

下
・
大
石
が
ど
れ
だ
け
チ
ー
ム
の
勝

利
に
貢
献
で
き
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
チ
ー
ム
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

結
束
力
を
発
揮
し
、
5
位
以
上
の
入

賞
を
目
標
に
掲
げ
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

1
回
戦

　
静
岡
県
の
1
回
戦
は
、
群
馬
県
警

の
選
手
を
中
心
と
し
た
群
馬
県
と
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
鋒
（
60
㎏
以
下
）
の
大
石
（
近

畿
大
学
）は
動
き
が
硬
く
、開
始
早
々

に
相
手
の
一
本
背
負
投
を
不
用
意
に

受
け
一
本
負
け
し
リ
ー
ド
を
許
す
。

　
次
鋒
（
73
㎏
以
下
）
の
眞
野
（
県

警
）
は
積
極
的
に
技
を
掛
け
る
も
い

ま
ひ
と
つ
攻
め
き
れ
ず
引
き
分
け
。

　
中
堅（
90
ｋ
ｇ
以
下
）の
山
下（
県

警
）
は
攻
撃
的
な
柔
道
を
展
開
し
、

開
始
2
分
30
秒
「
膝
車
」
で
一
本
勝

ち
し
内
容
を
五
分
に
戻
す
。

　
副
将
（
90
㎏
超
）
の
増
田
（
県
警
）

は
開
始
か
ら
袖
釣
込
腰
等
で
積
極
的

に
攻
め
、
指
導
二
を
奪
い
優
勢
勝
ち
。

　
大
将
（
無
差
別
）
の
齋
藤
（
県
警
）

は
右
内
股
・
大
外
刈
で
積
極
的
に
攻

め
る
も
決
め
手
な
く
引
き
分
け
。

　
2
対
1
で
勝
利
し
た
も
の
の
各
選

手
の
動
き
は
硬
く
、
今
一
度
自
分
の

組
み
手
を
確
認
し
、
積
極
的
に
技
を

仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
2

回
戦
で
の
奮
起
を
促
す
。

2
回
戦

　
上
位
入
賞
の
常
連
で
あ
り
、
京
都

府
警
察
の
選
手
を
中
心
と
し
た
京
都

府
と
の
対
戦
と
な
る
。

　
先
鋒
の
大
石
は
1
回
戦
と
比
べ
技

が
出
る
よ
う
に
な
り
背
負
い
投
げ
を

中
心
に
攻
め
込
む
も
決
め
手
な
く
引

き
分
け
。

　
次
鋒
の
眞
野
は
、
対
戦
相
手
と
は

過
去
対
戦
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
互

い
に
牽
制
し
あ
っ
て
膠
着
状
態
と
な

り
攻
め
を
欠
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え

ず
、
時
間
切
れ
引
き
分
け
。

　
中
堅
の
山
下
の
相
手
は
、
中
量
級

な
が
ら
全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

し
て
い
る
業
師
で
あ
り
、
山
下
は
、

自
分
の
信
条
で
も
あ
る
積
極
柔
道
を

展
開
し
攻
め
込
む
も
、
後
半
に
一
瞬

気
を
許
し
た
隙
に
巧
み
に
寝
技
で
抑

え
込
ま
れ
一
本
負
け
。

　
副
将
の
増
田
は
リ
ー
ド
さ
れ
て
い

る
場
面
で
は
あ
っ
た
が
冷
静
に
対
処

し
、
開
始
一
分
過
ぎ
に
狙
い
澄
ま
し

た
小
外
刈
り
で
豪
快
に
一
本
を
奪
う
。

　
大
将
の
齋
藤
は
、
積
極
的
に
勝
負

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
で

あ
っ
た
が
、
相
手
の
圧
力
が
強
く
得

意
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も
ら
な
か
っ

た
。
消
極
的
に
な
っ
た
と
こ
ろ
「
指

導
三
」
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
時
間
切

れ
と
な
り
チ
ー
ム
は
一
対
二
で
敗
戦

と
な
る
。

　
京
都
府
と
は
、
ほ
ぼ
互
角
の
実
力

で
あ
り
、
自
分
の
力
を
出
し
切
れ
ば

勝
っ
て
い
た
試
合
も
あ
っ
た
だ
け
に

自
分
の
柔
道
を
出
し
切
る
強
い
精
神

力
と
勝
負
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
う
も

の
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
更
に
精
進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の

チ
ー
ム
作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
平
成
25
年
東
京
都
国
体
で
の

活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

静
岡
県
警
察
　
渡
辺
達
也

総 監 督 野 田 昭 一 静岡県柔道協会理事長
総 務 宮 本 昌 人 常葉学園高校教諭
監 督 渡 辺 達 也 静岡県警察
コ ー チ 間 宮 幸 男 浜松学院高校教諭
主 務 磯 部 拡 美 庵原高校教諭
トレーナー 赤池   理 アカイケ鍼灸接骨院
先鋒（60kg 以下） 大 石 悠 太 近畿大学 3 年
次鋒（73kg 以下） 眞 野 洋 光 静岡県警察
中堅（90kg 以下） 山 下 諒 輔 静岡県警察
副将（9 0 k g 超 ） 増 田 圭 省 静岡県警察
大将（ 無 差 別 ） 齊 藤 和 仁 静岡県警察

1 回戦 群馬県 １ 対 ２ 静岡県

先 鋒 芹 澤 ○ 一本背負投 大 石

次 鋒 梶 原 × 引き分け × 眞 野

中 堅 小 島 膝車 ○ 山 下

副 将 阿 倍 指導２ 増 田

大 将 渡 辺 × 引き分け × 齊 藤

2 回戦 京都府 ２ 対 １ 静岡県

先 鋒 鳥 田 × 引き分け × 大 石

次 鋒 佐 野 × 引き分け × 眞 野

中 堅 平 尾 ○ 横四方固 山 下

副 将 菊 川 小外刈 ○ 増 田

大 将 淺 野 指導３ 齊 藤

安齋会長のアドバイスを受ける選手

選手と関係者
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（3）  第 16 号 平成 25 年３月１日柔道しずおか

第
33
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
24
年
8
月
19
日

　愛
知
県
武
道
館

少
年
男
子
　
静
岡
１

−

①
愛
知

　
　
　
　
　
静
岡
４

−

０
三
重

　
本
大
会
出
場
は
２
勝
の
愛
知
県

少
年
女
子
　
静
岡
０

−

２
愛
知

　
　
　
　
　
静
岡
３

−

０
三
重

　
本
大
会
出
場
は
２
勝
の
愛
知
県

成
年
女
子
　
静
岡
１

−

２
三
重

　
　
　
　
　
静
岡
１

−

①
愛
知

　
本
大
会
出
場
は
１
勝
１
分
け
の
三
重
県

出
場
選
手

少
年
男
子

監
　
督
　
小
柳
津
敬
博 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
渡
部
直
樹
（
静
岡
学
園
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
渡
辺
浩
貴
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
〃
　
　
齊
藤
光
星
（
加
藤
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
佐
藤
光
将
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
鈴
木
優
希
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

少
年
女
子

監
　
督
　
西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

　
〃
　
　
村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
〃
　
　
岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

成
年
女
子

監
　
督
　
間
宮
幸
男 

（
浜
松
学
院
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　
〃
　
　
村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

選
　
手
　
山
下
ま
な
実
（
日
本
体
育
大
学
）

　
以
上
の
結
果
、
成
年
女
子
・
少
年

女
子
・
少
年
男
子
共
に
本
大
会
出
場

は
な
ら
な
か
っ
た
。

国
体
ス
タ
ッ
フ

強
化
委
員
長
　
石
川
裕
章
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

事
務
局
長
　
佐
々
木
秀
男
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

事
務
局
次
長
　
伊
藤
武
治
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

総

務
　
宮
本
昌
人 

（
常
葉
学
園
高
校
教
諭
）

医
科
学
　
加
藤
伸
司 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
教
諭
）

ト
レ
ー
ナ
ー
　
赤
池
　
理 

（
ア
カ
イ
ケ
鍼
灸
接
骨
院
）

平
成
24
年
5
月
6
日
午
前
9
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　
恒
例
の
柔
道
祭
が
今
年
度
も
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
安
齊
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
富
士
市
立
高
校
の
滝

川
真
央
さ
ん
に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行

わ
れ
た
。
滝
川
さ
ん
は
第
34
回
全
国

高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
女
子
無

差
別
級
で
3
位
に
入
賞
し
て
お
り
、

初
々
し
い
宣
誓
を
し
て
く
れ
た
。
選

手
宣
誓
に
続
き
、
恒
例
の
柔
道
協
会

表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
た
。

《
特
別
功
労
賞
》

七
段
　
山
梨
公
良

七
段
　
館
山
紀
生

《
永
年
功
労
賞
》

七
段
　
前
田
伸
太
郎

七
段
　
齊
藤
　
剛

七
段
　
福
村
忠
史

六
段
　
大
村
勝
利

六
段
　
鈴
木
孝
昌

六
段
　
山
之
内
良
彦

六
段
　
新
村
昌
司

四
段
　
清
水
　
虔

《
功
労
賞
》

六
段
　
茶
山
和
己

五
段
　
沖
　
義
和

五
段
　
松
下
満
男

四
段
　
加
藤
吉
行

三
段
　
加
藤
伸
司
　

《
優
秀
指
導
者
賞
》

女
子
三
段
　
沼
野
由
香
利

（
藤
枝
順
心
高
校
柔
道
部
顧
問
）

岡
本
理
帆
選
手
を
育
成

六
段
　
須
田
直
之

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
柔
道
部
顧
問
）

村
山
の
ど
か
選
手
を
育
成

《
優
秀
選
手
賞
》

女
子
初
段
　
岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

２
０
１
１
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
柔
道

チ
ェ
ジ
ュ
大
会
女
子
48
㎏
級
優
勝
、

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
52
㎏
級
優
勝

女
子
初
段
　
村
山
の
ど
か（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
70
㎏
級
優
勝

初
段
　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
無
差
別
級
3
位

女
子
初
段
　
滝
川
真
央（
富
士
市
立
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
無
差
別
級
3
位

女
子
初
段
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

平
成
24
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
級
3
位

　
表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道
選
手
が

一
堂
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
で
、
県

武
道
館
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
観

客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声
援
が
送

ら
れ
て
い
た
。

第
54
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

団
体
戦
成
績

小
学
生
の
部

1
位
　
育
誠
館

2
位
　
清
水
町
柔
道
会

3
位
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

3
位
　
大
仁
柔
道
会

中
学
男
子
の
部

1
位
　
静
岡
学
園
中
学
校

2
位
　
細
江
中
学
校

3
位
　
錦
田
中
学
校

3
位
　
藤
枝
明
誠
中
学
校

中
学
女
子
の
部

1
位
　
藤
枝
順
心
中
学
校

2
位
　
東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学

3
位
　
沼
津
市
立
沼
津
中
学

3
位
　
長
岡
中
学

高
校
男
子
の
部

1
位
　
静
岡
学
園
高
校

2
位
　
浜
松
商
業
高
校

3
位
　
加
藤
学
園
高
校

3
位
　
常
葉
学
園
橘
高
校

高
校
女
子
の
部

1
位
　
藤
枝
順
心
高
校

2
位
　
富
士
市
立
高
校

3
位
　
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校

3
位
　
焼
津
高
校

一
般
の
部

1
位
　
静
岡
県
警
察

2
位
　
静
岡
産
業
大
学
A

3
位
　
富
士
市
柔
道
会

3
位
　
東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

宇
佐
美
菜
海
（
育
誠
館
）

澤
崎
莉
子
（
清
水
町
柔
道
会
）

中
学
男
子
の
部

岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
中
学
）

植
村
恵
吾
（
細
江
中
学
）

中
学
女
子
の
部

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
中
学
）

安
竹
真
利
奈 

（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学
）

高
校
男
子
の
部

浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

渡
辺
毅
輝
（
浜
松
商
業
高
校
）

第54回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

柔道しずおか-第16号-最新.indd   3 13/02/23   9:57



第 16 号（4） 平成 25 年３月１日 柔道しずおか

高
校
女
子
の
部

吉
長
桃
子
（
藤
枝
順
心
高
校
）

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

一
般
の
部

眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

関
根
龍
成
（
静
岡
産
業
大
学
A
）

　
恒
例
の
静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀
選

手
表
彰
が
11
月
24
日
（
土
）
ホ
テ
ル

シ
テ
ィ
オ
静
岡
で
行
わ
れ
た
。
対
象

者
は
新
人
選
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
す
る
以
下
の
選
手
た
ち
で
あ

る
。
岡
本
理
帆
さ
ん
（
藤
枝
順
心
高

等
学
校
）
は
今
年
度
多
く
の
大
会
で

活
躍
し
、
大
き
く
飛
躍
し
た
一
年

だ
っ
た
と
思
う
。
平
成
24
年
度
全
日

本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
女

子
48
㎏
級
第
２
位
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
48
㎏

級
優
勝
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体

重
別
選
手
県
大
会
女
子
48
㎏
級
優
勝
、

２
０
１
２
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

柔
道
選
手
県
大
会
優
勝
、
講
道
館
杯

全
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
県
大
会
第

３
位
と
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
シ
ニ
ア
の
レ
ベ
ル
で
も
す
ば
ら
し

い
成
績
を
残
し
て
お
り
、
世
界
が
視

野
に
入
っ
て
い
る
。
村
山
の
ど
か
さ

ん
（
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
）
も

期
待
の
選
手
で
順
調
に
成
長
し
て
い

る
。
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技
女
子
70
㎏
級
で
準
優
勝
し

た
。
滝
川
真
央
さ
ん
（
富
士
市
立
高

等
学
校
）
も
注
目
さ
れ
て
い
る
選
手

で
、
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

女
子
78
㎏
級
で
準
優
勝
し
た
。
４
人

目
は
鈴
木
茉
莉
さ
ん
（
藤
枝
順
心
中

学
校
）
で
、
全
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技
女
子
44
㎏
級
準
優
勝

し
た
。

　
ま
た
、
優
秀
指
導
者
と
し
て
沼
野

由
香
利
先
生
（
藤
枝
順
心
高
等
学
校

教
諭
）
が
表
彰
さ
れ
た
。
受
賞
理
由

は
「
藤
枝
順
心
高
等
学
校
の
教
え
子

岡
本
理
帆
選
手
が
全
国
大
会
・
ア
ジ

ア
大
会
で
３
度
に
わ
た
り
優
勝
。
そ

の
指
導
力
を
讃
え
優
秀
指
導
者
賞
を

贈
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
齊
会
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た

後
、
賞
状
と
記
念
品
が
参
加
者
に
授

与
さ
れ
た
。
選
手
を
代
表
し
て
藤
枝

順
心
中
学
校
の
鈴
木
茉
莉
選
手
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
静
岡
県
体
育
協
会
体
育
章
受
賞

　
高
田
勝
之
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

奨
励
賞
受
賞

　
岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

第
34
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
3
月
19
日（
月
）20
日（
火
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
学
園
高
校
（
2
人
残
し
）
埼
玉

栄
高
校
　
初
戦
敗
退

女
子
団
体

1
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２ 

− 
０
高
松
商
業
高
校（
香
川
）

2
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２ 

− 
１
柴
田
高
校（
宮
城
）

3
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
０ 

− 
２
敬
愛
高
校（
福
岡
）

ベ
ス
ト
16
進
出

男
子
個
人

60
㎏
級
　
大
場
隆
成 

（
浜
松
城
北
工
業
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
新
美
公
秀
（
浜
北
西
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

81
㎏
級
　
浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
伴
野
祐
樹
（
新
居
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

無
差
別
級
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　
3
位

女
子
個
人

52
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
優
勝

57
㎏
級
　
前
山
理
菜 

（
加
藤
学
園
高
校
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

63
㎏
級
　
吉
川
稜
子 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
　
　
　
優
勝

無
差
別
級
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
　
　
3
位

全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
４
月
15
日
（
日
）　

横
浜
文
化
体
育
館

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）　
選
手
出
場

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
4
月
29
日
（
日
）　

日
本
武
道
館

増
田
圭
昌
（
静
岡
県
警
察
）　
選
手
出
場

第
32
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
24
年
5
月
5
日
（
土
・
祝
）　

講
道
館

団
体
戦

　
清
水
町
柔
道
会
　
　
　
初
戦
敗
退

個
人
戦

５
年
生
　
殿
岡
慎
平 

（
清
水
町
柔
道
会
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

６
年
生
　
澤
崎
莉
子 

（
清
水
町
柔
道
会
）

　
　
　
　
２
回
戦
進
出

全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
24
年
5
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

福
岡
県

女
子

48
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
　
準
優
勝

第
59
回

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
24
年
6
月
16
日（
土
）・17
日（
日
）

岐
阜
県
大
垣
武
道
館

男
子
団
体
　
静
岡
学
園
高
校
　
３
位

女
子
団
体
　
富
士
市
立
高
校
　
２
位

男
子

60
㎏
級

　
３
位
　
小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
２
位
　
岩
澤
勇
佑 

（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

各
種
大
会
の
報
告

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

受賞者を囲んで
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90
㎏
級

　
３
位
　
植
田
蒼
太
朗 

（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級

　
優
勝
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　
２
位
　
岡
本
里
帆 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
優
勝
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
　

　
３
位
　
神
林
希
衣 

（
加
藤
学
園
高
校
）

70
㎏
級

　
優
勝
　
村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

78
㎏
級

　
２
位
　
菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級

　
３
位
　
伊
藤
　
愛 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
３
位
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
柔
道
大
会
小
学
生
の
部

平
成
24
年
6
月
24
日
（
日
）

長
野
県
松
本
市

清
水
町
柔
道
会
　

第
３
位
　
　
　
　
　
全
国
大
会
出
場

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
24
年
6
月
30
日
（
土
）　

静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級

　
優
勝
　
小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

60
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
鈴
木
優
希 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

66
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
佐
藤
光
将 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
秋
本
健
吾 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
齊
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

100
㎏
級

　
優
勝
　
渡
辺
浩
貴 

（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級
　

　
優
勝
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

女
子

44
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

48
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
岡
本
理
帆 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
渡
辺
香
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

63
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
古
川
綾
子 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

70
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

78
㎏
級
　
　

　
優
勝
　
菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級
　

　
優
勝
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

東
海
地
区
形
競
技
大
会

平
成
24
年
7
月
1
日
（
日
）　

静
岡
県
武
道
館

投
の
形
　
　
　
　

　
渡
辺
成
也
　
五
段

　
佐
藤
邦
洋
　
五
段

固
の
形

　
森
田
賢
一
　
四
段

　
高
林
祐
介
　
五
段

極
の
形

　
杉
山
元
彦
　
六
段

　
中
道
修
二
　
五
段

柔
の
形

　
安
竹
克
好
　
五
段

　
渡
邉
武
彦
　
五
段

講
道
館
護
身
術

　
一
瀬
　
誠
　
六
段

　
竹
内
紀
久
夫
　
六
段

五
の
形

　
白
井
康
二
　
七
段

　
中
村
寿
一
　
七
段

古
式
の
形

　
渡
辺
達
也
　
七
段

　
小
野
瀬
康
行
　
七
段

　
　
全
国
大
会
出
場

平
成
24
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
兼
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
選
手
選
考
会
）

平
成
24
年
7
月
7
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子 

優
勝
者

　
60
㎏
級
　
大
石
悠
太 

（
近
畿
大
学
）

　
73
㎏
級
　
鈴
木
　
隼 

（
拓
殖
大
学
）

　
90
㎏
級
　
山
下
諒
輔 

（
静
岡
県
警
察
）

　
無
差
別
級
　
齊
藤
和
仁 

（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子 

優
勝
者

　
52
㎏
級
　
山
下
ま
な
実 

（
日
本
体
育
大
学
）

　
70
㎏
級
　
村
瀬
由
樹 

（
国
際
武
道
大
学
）

　
無
差
別
級
　
土
屋
文
香 

（
東
海
大
学
）

第
61
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
2
日（
木
）～
6
日（
月
）

富
山
県

男
子
団
体
戦

１
回
戦

静
岡
学
園
高
校
４

−

０
秋
田
高
校

２
回
戦

静
岡
学
園
高
校
１

−

３
前
橋
育
英
高
校

女
子
団
体
戦

１
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２

−

１
豊
岡
高
校

２
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
①

−

１
桐
蔭
学
園
高
校

３
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２

−

１
柳
ヶ
浦
高
校

準
々
決
勝

沼
津
市
立
沼
津
高
校
０

−

２
阿
蘇
中
央
高
校

（
ベ
ス
ト
８
進
出
）

男
子

60
㎏
級
　
小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
佐
藤
光
将 

（
静
岡
学
園
高
校
）

３
回
戦
進
出

73
㎏
級
　
秋
本
健
吾 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

２
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
齊
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
級
　
篠
田
大
希 

（
御
殿
場
西
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子

48
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

52
㎏
級
　
馬
場
あ
ゆ
美 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
古
川
綾
子 

（
市
立
沼
津
高
校
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

70
㎏
級
　
村
山
の
ど
か 

（
市
立
沼
津
高
校
）

準
優
勝

78
㎏
級
　
菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

78
㎏
超
級
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

準
優
勝

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝

チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。平

成
24
年
度

東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
24
年
8
月
8
日（
水
）・9
日（
木
）

静
岡
市
立
北
部
体
育
館

男
子
団
体

　
静
岡
学
園
中
学
校
　
　
　
　
３
位

女
子
団
体

　
東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
　
　
３
位

　
藤
枝
順
心
中
学
校
　
　
　
　
３
位
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男
子

55
㎏
級
　

　
優
勝
　
芹
沢
翔
哉 

（
函
南
中
学
）

　
２
位
　
上
村
悠
真 

（
高
台
中
学
）

　
３
位
　
羽
田
野
航
（
大
安
中
学
）

66
㎏
級

　
３
位
　
塚
本
瑠
羽 
（
市
立
沼
津
中
学
）

73
㎏
級

　
３
位
　
飯
川
夢
二
郎
（
金
岡
中
学
）

81
㎏
級

　
３
位
　
辻
幸
之
介 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

90
㎏
級

　
３
位
　
大
橋
昴
文 

（
錦
田
中
学
）

　
３
位
　
福
井
洋
貴 

（
細
江
中
学
）

90
㎏
超
級

　
３
位
　
月
岡
校
早
瀬 

（
静
岡
学
園
中
学
）

女
子

40
㎏
級

　
２
位
　
松
浦
都
衣 

（
愛
鷹
中
学
）

　
３
位
　
安
食
亜
美 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

44
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

　
３
位
　
小
林
夏
希
（
暁
秀
中
学
）

48
㎏
級

　
３
位
　
成
宮
妃
世
梨 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

52
㎏
級

　
３
位
　
加
藤
樹
梨 

（
錦
田
中
学
）

57
㎏
級

　
３
位
　
菊
池
涼
音 

（
長
岡
中
学
）

70
㎏
級

　
３
位
　
楠
　
麻
衣 

（
長
岡
中
学
）

　
３
位
　
外
山
紗
奈 

（
東
海
大
学
翔
洋
中
学
）

全
国
教
員
大
会

平
成
24
年
8
月
12
日
（
日
）

講
道
館

監
督
　
藤
田
明
啓 

（
浜
松
西
高
校
）

先
鋒
　
川
端
常
弘 

（
湖
西
高
校
）

次
鋒
　
大
原
尚
喜 

（
新
居
高
校
）

中
堅
　
井
口
往
彦 

（
浜
北
西
高
校
）

副
将
　
山
崎
大
介 

（
磐
田
南
高
校
）

大
将
　
高
田
幸
治 

（
城
南
静
岡
高
校
）

１
回
戦
　
　
静
岡
３

−

２
福
岡

２
回
戦
　
　
静
岡
２

−

１
長
野

３
回
戦
　
　
静
岡
２

−

２
岩
手

　（
代
表
戦
勝
）

準
々
決
勝
　
静
岡
２

−

３
大
阪

　
監
督
の
浜
松
西
高
校
教
諭
の
藤
田

先
生
よ
り
、
「
選
手
の
頑
張
り
に
よ

り
ベ
ス
ト
８
進
出
と
い
う
大
変
貴
重

で
有
意
義
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
安
齊
会
長
を
は
じ
め
多

大
な
御
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
経
験
を
、
各
学
校
で
の
先
生

方
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
43
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
21
日（
火
）～
24
日（
金
）

神
奈
川
県
川
崎
市

男
子
団
体
戦

静
岡
学
園
中
学
校
１

−

１
広
陵
中
学
校

静
岡
学
園
中
学
校
０

−

５
国
士
館
中
学
校

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
３

−

０
大
山
口
中
学
校

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
２

−

０
弥
刀
中
学
校

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
０

−

２
藍
住
中
学
校

男
子

50
㎏
級
　
片
桐
大
夢 

（
笠
井
中
学
）

初
戦
敗
退

55
㎏
級
　
芹
沢
翔
哉 

（
函
南
中
学
）

初
戦
敗
退

60
㎏
級
　
嵩
井
陵
太 

（
函
南
中
学
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
塚
本
瑠
羽 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
飯
川
夢
二
郎 

（
金
岡
中
学
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

81
㎏
級
　
石
神
倫
哉 

（
静
岡
学
園
中
学
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
大
橋
昴
文 

（
錦
田
中
学
）

２
回
戦
進
出

90
㎏
超
級
　
小
笠
原
雄
也 

（
藤
枝
明
誠
中
学
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

女
子

44
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

準
優
勝

48
㎏
級
　
成
宮
妃
世
梨 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

２
回
戦
進
出

52
㎏
級
　
加
藤
樹
梨 
（
錦
田
中
学
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
瀬
川
侑
希 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

70
㎏
級
　
楠
　
麻
衣 

（
長
岡
中
学
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

70
㎏
超
級
　
大
澤
宜
歩 

（
御
前
崎
中
学
）

初
戦
敗
退

各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
る
。

※
女
子
40
㎏
級
は
正
式
種
目
で
は
な

い
が
全
日
本
カ
デ
大
会
選
考
会
と
し

て
実
施
さ
れ
、
小
林
夏
希
（
暁
秀
中

学
校
）
が
出
場
し
優
勝
し
た
。

第
9
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
26
日
（
日
）　

鹿
児
島

男
子
5
年

45
㎏
級
　
柴
田
蓮
音 

（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

３
回
戦
進
出

45
㎏
超
級
　
伊
藤
栄
都 

（
育
誠
館
）

２
回
戦
進
出

男
子
6
年

50
㎏
級
　
村
松
考
紀 

（
静
岡
錬
心
館
）

初
戦
敗
退

50
㎏
超
級
　
杉
本
康
平 

（
清
水
町
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

女
子
5
年

40
㎏
級
　
袴
田
佳
名
瑚 

（
育
誠
館
）

２
回
戦
進
出

40
㎏
超
級
　
山
本
　
杏 

（
神
士
館
）

３
回
戦
進
出

女
子
6
年

45
㎏
級
　
田
島
小
夏 

（
大
仁
柔
道
会
）

２
回
戦
進
出

45
㎏
超
級
　
澤
崎
莉
子 

（
清
水
町
柔
道
会
）

３
回
戦
進
出

6
月
10
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会
の

各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
大
会

平
成
24
年
9
月
8
日（
土
）・9
日（
日
）

　
埼
玉
県

男
子

60
㎏
級
　
鈴
木
優
希 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

女
子

48
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

57
㎏
級
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
大
会

平
成
24
年
9
月
25
日（
火
）～
10
月
1
日（
月
）

台
湾

女
子

48
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

第
29
回

静
岡
県
大
学
高
専
柔
道
秋
季
優
勝
大
会

平
成
24
年
11
月
3
日
（
土
・
祝
）

静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部

　
優
勝
　
静
岡
産
業
大
学
B

　
2
位
　
静
岡
産
業
大
学
A
　

　
3
位
　
東
海
大
学
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個
人
戦
の
部
　

女
子
の
部

　
優
勝
　
坂
本
由
里 

（
東
海
大
学
）

無
段
の
部

　
優
勝
　
杉
山
雅
人 

（
静
岡
文
芸
大
学
）

66
㎏
級

　
優
勝
　
岩
本
洋
範 
（
東
海
大
学
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
坂
本
健
驢 

（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　
優
勝
　
森
田
悠
斗 

（
静
岡
産
業
大
学
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校

　柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
個
人
戦
）

平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

女
子

52
㎏
級

　
優
勝
　
渡
辺
香
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
優
勝
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　
優
勝
　
神
林
希
衣 

（
加
藤
学
園
高
校
）

70
㎏
級

　
優
勝
　
仁
科
鈴
菜 

（
富
士
市
立
高
校
）

無
差
別
級

　
優
勝
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

男
子

60
㎏
級

　
優
勝
　
小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
優
勝
　
岩
沢
勇
佑 

（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
佐
野
安
大 

（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
斉
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

無
差
別
級

　
優
勝
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校

　柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
団
体
戦
）

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
団
体
戦
　
優
勝
　
藤
枝
順
心
高
校

男
子
団
体
戦
　
優
勝
　
静
岡
学
園
高
校

平
成
25
年
3
月
19
日（
火
）・
20
日（
水

祝
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
。

平
成
25
年
度
静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会

（
全
日
本
選
手
権
大
会
県
予
選
）

平
成
25
年
2
月
2
日
（
土
）

女
子

　
優
勝
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
2
位
　
土
屋
文
香 

（
東
海
大
学
）

男
子

　
優
勝
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
推
薦
　
増
田
圭
省 

（
静
岡
県
警
察
）

以
上
4
名
が
東
海
大
会
出
場

 

西
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

浜
松
市
武
道
館

平
成
24
年
11
月
4
日
午
後
1
時
か
ら

午
後
3
時
30
分
ま
で

講
師
　
溝
口
紀
子
（
静
岡
文
化
芸
術

大
学
准
教
授
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

講
師
　
ジ
ェ
レ
ミ
・
ア
ン
ド
リ
ュ（
フ

ラ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
フ
ラ
ン

ス
選
手
権
66
㎏
級
優
勝
）

　
幼
稚
園
の
年
少
か
ら
小
学
３
年
生

以
下
を
対
象
に
し
た
第
２
回
親
子
柔

道
教
室
が
西
部
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

女
性
の
柔
道
人
口
を
増
や
す
対
策
の

一
環
と
し
て
県
下
３
地
区
で
計
画
さ

れ
た
が
、
そ
の
西
部
地
区
で
の
実
践

で
あ
る
。
西
部
地
区
各
道
場
に
所
属

す
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
一
般
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
た
。
合

わ
せ
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
た
ち
が

１
３
１
人
、
保
護
者
65
人
、
指
導
者

30
人
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　
今
回
は
講
師
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
柔

道
界
に
詳
し
い
溝
口
先
生
と
、
フ
ラ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
で
フ
ラ
ン
ス

選
手
権
66
㎏
級
で
優
勝
経
験
の
あ
る

ジ
ェ
レ
ミ
・
ア
ン
ド
リ
ュ
先
生
を
迎

え
て
行
わ
れ
た
。
柔
道
の
人
気
が
高

く
、
柔
道
人
口
が
非
常
に
多
い
フ
ラ

ン
ス
流
の
指
導
の
一
環
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
最
初
に
溝
口
先
生
と
ア
ン
ド
リ
ュ

先
生
か
ら
柔
道
の
基
本
的
な
準
備
体

操
の
指
導
が
な
さ
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
親
子
で
取

り
組
ん
で
い
た
。

　
後
半
は
ア
ン
ド
リ
ュ
先
生
か
ら
柔

道
の
実
技
が
紹
介
さ
れ
、
浜
松
西
高

校
OB
で
筑
波
大
学
学
生
の
鈴
木
君
を

受
け
に
切
れ
の
良
い
技
を
披
露
し
て

く
れ
た
。

 

中
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

　
平
成
24
年
8
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
静
岡
市
北
部
体

育
館
柔
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
、大
人
男
性
19
人
、女
性
10
人（
内

有
段
者
3
人
）、
子
ど
も
男
子
26
人
女

子
14
人
、
指
導
者
15
人
で
あ
っ
た
。

　
指
導
内
容
は
、
開
講
式
に
続
き
、
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
を
取
り
入
れ
た
準
備
運

動
、
ゆ
か
い
な
柔
道
ゲ
ー
ム
、
礼
法
指

導
、
受
身
指
導
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
を
投
げ
飛
ば
せ
、
閉
校
式
と
楽
し
そ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
教
室
参
加
者
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な

意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
始
め
て
柔
道
衣
を
着
ま
し
た
が
、

心
が
清
潔
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

・
親
子
で
組
み
合
う
こ
と
で
日
常
に
な

い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

・
女
性
指
導
者
の
優
し
い
言
葉
や
接

し
方
が
柔
道
へ
導
く
う
え
で
の
男

性
指
導
者
に
は
な
い
魅
力
で
あ
る
。

柔
道
教
室

バランスいいね 基本が大事

お父さんを投げよう
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・
プ
ロ
の
指
導
者
に
よ
る
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
ス
を
準
備
運
動
に
取
り
入

れ
た
が
好
評
で
あ
っ
た
。

・
１
０
０
名
を
越
え
る
参
加
者
が
あ

り
楽
し
い
教
室
で
あ
っ
た
。

・
50
着
を
超
え
る
レ
ン
タ
ル
柔
道
衣

の
洗
濯
に
は
苦
労
す
る
。

 

東
部
地
区 

　
東
部
地
区
で
は「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」

が
長
年
実
践
さ
れ
て
い
て
い
る
。
毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
か
ら
8
時
30
分
、

沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
柔
道
場
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　「
年
齢
に
関
係
な
く
、健
康
で
『
柔

道
の
礼
法
・
受
身
』
な
ど
を
体
得
し
、

怪
我
防
止
と
体
力
増
強
を
目
指
し
た

い
人
、
ま
た
子
ど
も
や
孫
と
遊
び
た

い
人
」
を
対
象
に
、「
全
市
民
、
礼

と
受
身
の
体
得
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
行
な
わ
れ
て
い
る
。

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

⑥
道
場
紹
介

　
昭
和
58
年
に
山
縣
道
場
を
開
設
、

以
来
地
域
や
近
隣
市
町
の
柔
道
修
行

者
の
受
け
皿
と
し
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
汗
を
流
せ
る
道
場
、
自
ら
を

鍛
え
る
道
場
と
し
て「
精
進
」を
モ
ッ

ト
ー
に
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
各
人

の
目
標
を
持
っ
て
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
平
成
13
年
に
清
流
館
と
改
名
。
特

に
汗
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
「
勇
気
」、

対
決
す
る
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
「
自

信
」、
自
分
と
対
峙
す
る
こ
と
か
ら

生
ま
れ
る
「
自
覚
」、
柔
道
衣
を
着

続
け
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る「
誇
り
」

等
、
人
格
を
支
え
て
い
く
中
心
の
柱

を
大
切
に
し
て
日
々
の
稽
古
を
重
ね

て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
御
殿
場
市
柔
道
連
盟
の
前
身
は
、

昭
和
23
年
7
月
に
当
時
の
玉
穂
村

長
、
江
藤
誠
之
氏
を
会
長
と
し
、
北

駿
柔
道
倶
楽
部
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
当
時
は
米
軍
が
、
滝
が
原
・
板

妻
・
駒
門
と
駐
留
し
、
占
領
下
の
町

の
風
紀
は
乱
れ
、
住
民
は
恐
怖
と
屈

辱
を
受
け
な
が
ら
戦
後
の
復
興
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
青
少
年
健
全
育
成

を
旗
印
に
稽
古
に
励
み
、
米
軍
兵
に

も
柔
道
指
導
を
行
い
軍
指
令
以
下
に

大
変
感
謝
さ
れ
、
日
米
親
善
と
市
民

の
人
心
安
定
と
自
信
回
復
に
寄
与
し
、

顧
問
内
海
隆
治
前
会
長
の
元
に
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
幼
児
・
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
と
広
く
地
域
と

一
体
と
な
り
楽
し
く
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

清流館
②裾野市深良1764−1
　（山縣哲夫）
③〒410−1102
　裾野市深良1764−1
　山縣哲夫
　055−997−2779
④山縣　司
⑤児童3人、小学生15人、
　中学生11人、高校生5人、
　大学生3人、社会人17人

御殿場市柔道連盟
②御殿場市ぐみ沢６７０−１　市民体育館
　（火曜日・土曜日、午後６時３０分～午後８時）
　御殿場市ぐみ沢６４４　御殿場西高校
　（木曜日、午後６時３０分～午後８時）
③〒４１２−００４２　御殿場市萩原１２７８−１８
　０５５０−８３−８１７０
④顧問 内海隆治　会長 矢後　忠
⑤児童１１人、小学生３２人、中学生５人、
　高校生０人、大学・社会人８人

　
蓮
柔
館
は
平
成
20
年
4
月
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
開
館
し

ま
し
た
。
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・

木
曜
日
は
西
益
津
中
学
校
柔
道
場
、

金
曜
日
は
藤
枝
西
高
校
柔
道
場
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
練
習
時
間
は
午
後

7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
で
す
。

　
柔
道
を
通
じ
、
精
神
面
・
肉
体
面

の
強
化
を
含
め
、
礼
儀
作
法
等
の
向

上
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
日
一
日
の
練
習

を
大
切
に
し
て
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

蓮柔館
②藤枝市音羽町5−１６−１２
③〒４２６−００８７
　藤枝市音羽町５−１６−１２
　０５４−６４４−４６９０
④鈴木   勝
⑤児童２人、小学生１２人、
　中学生６人、高校生０人、
　大学・社会人０人

正しい座礼を
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⑥
道
場
紹
介

　
私
た
ち
「
し
ず
は
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
は
、
毎
週
月
、
水
、
金
の
３

日
間
、
午
後
6
時
30
分
か
ら
午
後
９

時
ま
で
静
岡
市
立
北
部
体
育
館
柔
道

場（
月
曜
日
は
賤
機
中
学
校
柔
道
場
）

で
、
未
就
学
児
か
ら
大
人
ま
で
が
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
礼
法
を
厳
し
く
指

導
す
る
と
と
も
に
、
怪
我
を
し
な
い

体
作
り
を
目
的
と
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
「
何
で
も
良
い
か
ら
一
番

に
な
り
な
さ
い
」
と
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。「
僕
は
一
番
大
き
な
声
を

出
す
よ
」「
私
は
一
番
早
く
道
場
へ

行
く
よ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

「
一
番
」
に
な
れ
る
よ
う
に
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
を
習
熟
さ
せ
る
た
め
、

準
備
運
動
時
に
近
代
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
織
り
交
ぜ
、
受
身
も
一
回
一

回
丁
寧
に
確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
見
学
・
体
験
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
初
心
者
は
も
ち

ろ
ん
、
経
験
者
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

しずはたスポーツクラブ
②〒４２０−００６３
　静岡市葵区通車町２−５
③加藤茂　０５４−２５２−５５１０
④加藤一郎
⑤児童・小学生１５人
　中学生４人
　高校・大学生４人
　一般１５人

⑥
道
場
紹
介

　
地
域
の
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

有
志
に
よ
り
昭
和
2
年
に
発
足
し
、

そ
の
翌
年
よ
り
「
積
武
館
」
の
看
板

を
掲
げ
、
今
年
で
設
立
84
周
年
を
迎

え
る
大
変
歴
史
の
あ
る
道
場
で
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
小
学
生
・
中
学
生
を
中
心

に
、
火
曜
日
・
金
曜
日
の
午
後
7
時

30
分
か
ら
約
2
時
間
、
日
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
約
3
時
間
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
私
達
は
、「
自
分
の
為
に
す
る
事

が
、
他
の
人
の
為
に
な
る
！
」
と
い

う
気
持
ち
で
日
々
稽
古
に
取
組
み
、

試
合
は
そ
れ
を
試
さ
せ
て
も
ら
う
処
、

そ
し
て
次
へ
の
目
標
を
見
つ
け
又
精

進
す
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
柔
道
を
通
し
て
、
強
い
心
と
体
を

作
り
、
将
来
社
会
の
役
に
立
て
る
人

の
育
成
を
目
指
し
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

　
昭
和
32
年
の
浜
岡
町
体
育
協
会
設

立
に
伴
い
、
柔
道
経
験
者
が
集
い
体

育
協
会
柔
道
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
に
は
、
県
の
青
年
大
会

を
制
し
て
全
国
大
会
出
場
を
果
し
、

体
育
協
会
柔
道
部
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
制
度
の
発
足
を
受
け
、
体
育

協
会
柔
道
部
の
有
志
が
指
導
者
と
な

り
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
浜

岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し

て
登
録
し
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

浜
岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結

成
後
、
池
新
田
高
校
の
柔
道
場
を
借

り
て
の
練
習
で
し
た
が
、
浜
岡
中
学

校
の
柔
道
場
の
完
成
を
機
に
練
習
場

所
を
移
し
、
練
習
も
月
曜
日
・
水
曜

日
・
金
曜
日
の
夜
３
回
に
変
更
し
ま

し
た
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
練
習
終
了
後
に
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
と
の
合
同
練
習

を
追
加
し
、
後
進
の
育
成
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

　
道
場
に
掲
げ
ら
れ
た
『
尊
礼
修

道
』・『
力
必
達
』
の
額
の
言
葉
を
胸

に
、
日
夜
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

積武館
②浜松市東区有玉北町１２００　
　浜松市立積志中学校柔道場
③〒４３１−３１１２
　浜松市東区大島町１１４８−２
　０５３−４３５−０６１４
④渡邊正人
⑤児童０人、小学生２８人、
　中学生１１人、
　一般１３人（内指導者１０人）

浜岡黒潮柔道スポーツ少年団
②御前崎市立浜岡中学校柔道場
③〒４３７−１６１２
　御前崎市池新田１６８３−１９
　０５３７−８６−７３１０
④栗田徳光
⑤児童０人、小学生１４人、中学生６人、
　高校生０人、一般４人
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新人選手紹介コーナー新人選手紹介コーナー
　例年どおり、今年度もこのコーナーで紹介できる選手が数多くでた。柔道協会としては本当に喜ばしいことだと思う。全国
大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）を紹介しているコーナーで、今年度は６名の選手を紹介することが
できる。中には連続して紹介する選手もおり、「新人」ではないかもしれないが順調に成長している様子が伺われる。
　平成２４年度全日本カデ柔道体重別選手県大会女子７０kg 級３位の遠田真子さん（東海大学翔洋高等学校）、第３４回全国
高等学校柔道選手県大会男子無差別級３位入賞の佐藤和哉君（静岡学園高等学校）、２０１１ワールドカップ柔道チェジュ大
会女子４８kg 級優勝、第３４回全国高等学校柔道選手県大会女子５２㎏級優勝、平成２４年度全日本選抜柔道体重別選手権
大会女子４８kg 級準優勝、全国高校総合体育大会女子４８kg 級優勝、全日本ジュニア柔道体重別選手権大会女子４８kg 級優
勝、２０１２アジアジュニアユース柔道選手権大会女子４８kg 級優勝、講道館杯全日本柔道体重別選手権大会女子４８kg 級
３位の岡本理帆さん（藤枝順心高等学校）、第３４回全国高等学校柔道選手権大会女子７０kg 級優勝、平成２４年度全国高校
総合体育大会女子７０kg 級準優勝の村山のどかさん（沼津市立沼津高等学校）、第３４回全国高等学校柔道選手権大会女子無
差別級３位、平成２４年全国高校総合体育大会女子無差別級準優勝の滝川真央さん（富士市立高等学校）、平成２４年度全国
中学校総合体育大会女子４４kg級準優勝の鈴木茉莉さん（藤枝順心中学校）の６人を紹介する。　　
　昨年は例年になく男子選手が頑張ってくれましたが、今年度は女子選手が活躍する例が多かった。特に、岡本里帆さん（藤
枝順心高校）はジュニア世代の大会だけでなくシニアの大会でも大活躍し、国内だけでなく国際大会でも実績を残し、オリン
ピック出場も視野に入ってきたと思う。

遠

田

真

子 

さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
等
学
校
）

◎
平
成
24
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道

　
体
重
別
選
手
県
大
会

　
女
子
70
㎏
級
３
位

　
昨
年
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し

た
遠
田
さ
ん
で
す
が
順
調
に
実
力
を

伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
紹

介
し
た
よ
う
に
、
遠
田
さ
ん
が
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
父
と
兄
の

影
響
で
」
と
言
う
こ
と
で
、
ま
さ
に

柔
道
一
家
だ
と
言
え
ま
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
去
年

が
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
正
直
悔
し
い

で
す
。
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
絶
対
に

勝
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。」
と
、

当
然
で
す
が
嬉
し
さ
よ
り
も
、
悔
し

さ
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
今

後
に
つ
い
て
は
「
一
戦
一
戦
集
中
し

て
戦
い
た
い
。」
と
前
向
き
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
で
も
５
位

に
入
賞
し
、
昨
年
の
カ
デ
大
会
に
続

い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
の
入
賞

で
す
。
将
来
の
夢
は
「
ま
ず
は
日
本

一
を
目
指
し
、
最
終
的
に
は
世
界
一

に
な
り
た
い
で
す
。」
と
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。
顧
問
の
山
梨
先

生
か
ら
は
「
受
け
は
元
来
良
い
も
の

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
攻
撃
の
技

術
（
技
）
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
田
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

佐

藤

和

哉 

君

（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
男
子
無
差
別
超
級
３
位

　
佐
藤
和
哉
君
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
常
連
に
な
っ
て
お
り
、
常
に
全
国

レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場
し
上
位
に
入

賞
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
努
力
や
関

係
者
の
指
導
で
順
調
に
成
長
し
て
い

岡

本

理

帆 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
等
学
校
）

◎
２
０
１
１
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
柔
道

　
チ
ェ
ジ
ュ
大
会

　
女
子
48
㎏
級
優
勝

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
父
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
将
来

の
夢
は
「
大
学
で
の
活
躍
」
と
は
っ

き
り
と
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
し

て
日
の
丸
を
付
け
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
日
常
の
生
活
の

中
で
も
お
ご
る
こ
と
な
く
勉
学
と
柔

道
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。
柔
道
日
本
一

を
目
指
し
努
力
精
進
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
達
成
し
て
ほ
し
い
。」
と
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　
権
大
会

　
女
子
52
㎏
級
優
勝

◎
平
成
24
年
度
全
日
本
選
抜
柔
道
体

　
重
別
選
手
権
大
会

　
女
子
48
㎏
級
準
優
勝

◎
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　
女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選

　
手
権
大
会

　
女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
２
０
１
２
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

　
ス
柔
道
選
手
権
大
会

　
女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

　
手
権
大
会

　
女
子
48
㎏
級
３
位

　
岡
本
さ
ん
も
連
続
し
て
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
静
岡
県
を
代

表
す
る
選
手
で
す
。
昨
年
紹
介
し
た

よ
う
に
、
岡
本
さ
ん
が
柔
道
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
「
姉
の
影
響
」
と
柔

道
姉
妹
の
よ
う
で
す
。
岡
本
さ
ん
も

中
学
校
時
代
か
ら
全
国
で
活
躍
し
て

い
る
選
手
で
す
が
、
高
校
で
も
着
実

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
入
賞

に
つ
い
て
は
「
こ
の
結
果
に
満
足
せ

ず
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
前
を
見
据
え

て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
生

（
ジ
ュ
ニ
ア
）
世
代
だ
け
で
な
く
シ

ニ
ア
世
代
で
も
十
分
通
用
す
る
実
力

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後

と
も
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
日
本
を
代
表
し
て
国
際
大
会

へ
の
出
場
も
あ
り
、
指
導
者
か
ら
も

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
国
士
館
大
学
に
進
学
さ
れ
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
『
努
力
』
と

『
研
究
』
を
重
ね
て
い
か
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

滝

川

真

央 

さ
ん

（
富
士
市
立
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　
権
大
会

　
女
子
無
差
別
級
３
位

◎
平
成
24
年
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　
女
子
無
差
別
級
準
優
勝

　
滝
川
さ
ん
は
友
愛
道
場
の
出
身

で
、
お
兄
さ
ん
が
友
愛
道
場
に
通
っ

て
い
た
こ
と
で
、
練
習
に
つ
い
て

い
っ
た
の
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

鈴

木

茉

莉 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

◎
平
成
24
年
度
全
国
中
学
校
総
合
体
育

　
大
会

　
女
子
44
㎏
級
準
優
勝

　
鈴
木
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
兄
が
や
っ
て
い
た
か
ら
」

と
い
う
、
ご
く
普
通
の
理
由
か
ら
で

す
が
、
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
嬉
し

か
っ
た
が
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
し

た
。」と
意
欲
的
で
す
。
今
後
の
夢
は
、

ズ
バ
リ
『
全
国
制
覇
』
だ
そ
う
で
す
。

中
学
3
年
生
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
高

校
で
も
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

◎
平
成
24
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育

　
大
会

　
女
子
70
㎏
級
中
準
優
勝

　
村
山
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
他
の
多
く
の
選
手
と
同
じ
で

「
兄
が
柔
道
を
や
っ
て
い
た
か
ら
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
の
入
賞

に
関
し
て
は
「
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。」
と
控
え
め
に
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
高
校
選
手
権
優

勝
に
続
き
、
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で

も
準
優
勝
と
、
現
在
の
高
校
生
の
中

で
は
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力

を
有
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
大
学
に
進
学
し
、
さ
ら
に

柔
道
を
続
け
日
本
一
を
目
指
す
そ
う

で
す
。
指
導
さ
れ
て
い
る
須
田
先
生

か
ら
は
「
高
校
時
代
は
基
礎
基
本
を

み
っ
ち
り
教
え
込
み
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
伸
び
し
ろ
や
潜
在
的
な
能
力
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
も
競
技
を
続
け
る
の
で
大
き

く
飛
躍
し
て
日
本
を
代
表
す
る
選
手

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
を
こ
め
て
熱
い
エ
ー
ル

を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
回
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
準
優
勝
と
い
う
結
果

に
つ
い
て
は
「
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て

い
て
、
ラ
ス
ト
23
秒
で
追
い
つ
か
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
の
末
旗
判
定
に

な
り
２
対
１
の
僅
差
判
定
だ
っ
た
の

で
悔
し
い
と
最
初
に
思
い
ま
し
た
。」

と
語
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
夢
は「
ま

ず
は
日
本
一
に
な
る
こ
と
。」
だ
そ

う
で
す
。
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
未
定
だ
そ
う
で
す
。
指

導
さ
れ
て
い
る
勝
呂
先
生
か
ら
は

「
今
年
度
は
、
皇
后
盃
全
日
本
女
子

柔
道
選
手
権
大
会
を
皮
切
り
に
、
各

種
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
、
実
力
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き

た
。
次
回
の
高
校
選
手
権
・
高
校
総

体
と
さ
ら
に
良
い
結
果
が
で
る
よ
う

精
進
さ
せ
た
い
。」
と
熱
い
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

村

山

の

ど

か 

さ
ん

（
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　
権
大
会

　
女
子
70
㎏
級
優
勝
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第 16 号（12） 平成 25 年３月１日 柔道しずおか

　
昨
年
の
編
集
後
記
で
次
の
よ
う
な

文
を
載
せ
ま
し
た
。『
中
学
校
で
武

道
必
修
化
に
と
も
な
い
柔
道
事
故
が

注
目
さ
れ
、
柔
道
の
危
険
性
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
育
の
授
業
中
に

事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

部
活
動
の
中
で
の
事
故
で
す
の
で
区

別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
身
を
守
る
柔
道
の
練

習
で
事
故
・
怪
我
が
発
生
し
命
を
失

う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
発
生
を
し
っ
か
り
検
証
し
再
発

防
止
を
柔
道
界
全
体
で
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。』

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
柔
連

公
認
指
導
者
資
格
制
度
で
す
。
昨
年

度
よ
り
各
地
区
や
県
で
実
施
さ
れ
た

講
習
会
に
参
加
し
た
指
導
者
を
公
認

指
導
者
と
し
て
認
定
し
て
い
く
制
度

で
す
。

　
す
で
に
講
習
が
終
了
し
、
A
か
ら

C
の
区
分
を
し
て
県
か
ら
全
柔
連
に

名
簿
が
提
出
さ
れ
、
認
定
が
行
わ
れ
、

平
成
25
年
4
月
よ
り
制
度
が
開
始
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
と
し
て
、
制
度
に
従
い
登

録
等
を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
す

が
、
常
に
自
己
研
鑽
を
積
み
事
故
な

ど
が
起
き
な
い
指
導
を
心
が
け
、
も

柔
道
協
会
指
導
者
派
遣

　
中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
に
伴
い
、

柔
道
の
危
険
性
と
指
導
者
不
足
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
柔
道
協
会
で
は
、

中
学
校
の
先
生
方
の
不
安
を
少
し
で

も
軽
減
し
生
徒
に
と
っ
て
良
い
柔
道

の
授
業
に
な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、

授
業
協
力
者
の
登
録
を
行
な
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

24
年
11
月
28
日
に
は
登
録
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
授
業
参
加
・
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
巻
頭
言
」
で
高
田
先
生
か
ら
体

験
記
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
中
学
校
で
の
柔
道
指
導
が

安
全
か
つ
有
意
義
な
授
業
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

鈴
木
敏
充

　六
段

　
平
成
24
年
10
月
14
日
永
眠（
70
歳
）

　
鈴
木
敏
充
先
生
は
昭
和
34
年
静

岡
県
立
掛
川
西
高
等
学
校
に
入
学

後
、
柔
道
部
に
入
部
し
渡
辺
富
士
松

氏
（
六
段
）
に
師
事
し
柔
道
修
行
を

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
静
岡
鉄
道
管
理
局

に
入
社
し
、
中
西
儀
久
氏
（
七
段
）

に
師
事
し
、
柔
道
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
47
年
7
月
の
小
笠
町

（
現
菊
川
市
）
体
育
協
会
柔
道
部
創

設
時
に
参
加
し
、
活
動
を
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
50
年
か
ら
は
、
小
笠

柔
道
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
、
小

学
生
か
ら
一
般
の
道
場
生
を
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
か
ら
、
静
岡
県
柔
道
協

会
西
部
地
区
幹
事
と
な
り
、
月
次
試

合
や
審
査
会
の
審
判
や
協
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
の
功
績

に
よ
り
、
平
成
8
年
に
は
静
岡
県
柔

道
協
会
よ
り
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
勤
務
先
の
JR
東
海

柔
道
部
及
び
母
校
の
掛
川
西
高
校
柔

道
部
へ
の
指
導
を
続
け
る
と
共
に
、

掛
川
柔
道
倶
楽
部
に
も
出
稽
古
を
続

け
、
50
歳
に
な
る
ま
で
継
続
さ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
小
笠
町（
現
菊
川
市
）

の
柔
道
の
礎
を
築
き
、
そ
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
眠
さ
れ
る
一
週
間
前
ま
で
お
元

気
で
、
子
ど
も
た
ち
に
柔
道
を
指
導

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
柔
道
が

大
好
き
な
先
生
で
し
た
。

　
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

し
起
き
て
し
ま
っ
た
時
は
、
適
切
な

対
応
が
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
柔
道
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に

は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
、
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

全
柔
連
指
導
者
資
格

制
度
に
つ
い
て

中
学
校
武
道
必
修
化

に
対
応

訃

　報

　
柔
道
し
ず
お
か
16
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
今
年
度
は
高
校
生
の
活
躍
が
顕
著

で
し
た
。
平
成
24
年
3
月
の
高
校
選

手
権
大
会
で
、
優
勝
者
が
２
人
（
女

子
52
㎏
級
の
岡
本
さ
ん
と
70
㎏
級
の

村
山
さ
ん
）、
３
位
が
２
人
（
男
子

無
差
別
級
の
佐
藤
君
と
女
子
無
差
別

級
の
滝
川
さ
ん
）
と
い
う
す
ば
ら
し

い
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
国
民
体
育
大
会
で
も
、
全
国
大
会

へ
出
場
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
成
年
男
子
の
み

の
出
場
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
全
種

目
の
出
場
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
広
報
普
及
委
員
会
で
は
、

今
年
は
昨
年
作
成
し
た
柔
道
勧
誘
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
中
止
し
、
柔
道

啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
（
形
の
名
称
ポ
ス

タ
ー
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
各

道
場
で
御
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
に
全
日
本
実
業
柔
道
団

体
対
抗
大
会
が
静
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
日
本
カ

デ
大
会
以
来
の
全
国
大
会
で
す
。
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
底
辺
拡
大
の
た
め
の
親
子
の
た
め

の
柔
道
教
室
を
各
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
西
部
地
区
が
開
始

し
、
３
地
区
全
て
で
実
施
さ
れ
て
２

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
継
続

し
、
底
辺
拡
大
そ
し
て
静
岡
県
柔
道

界
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

広
報
普
及
委
員
会
　
　
　

委
員
長
　
宮
𥔎𥔎
𥔎
𥔎

編

集

後

記
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